
額田は観戦エリアだけでなく、移動区間「リエゾン」やパブリックビューイング会場にも多数の観客が集
まり大いに盛り上がった。

岡崎市SSSは、競技だけでなく、スタート前の準備（タイ
ヤウォーミング）から、ゴール後の整備まで見られ、ラ
リー競技をまるっと楽しめる会場になっていた。オープ
ニングセレモニーには岡崎市ラリー応援隊の天野ひろゆ
き隊長とともに岡崎市出身の元F１ドライバー・中嶋一貴
さんが甲冑姿で登場し、話題となった。実況はピエール北
川さんが担当し会場を盛り上げた。野球場前駐車場のタ
イヤフィッティングゾーンには、走り終えたラリーカー
とドライバーを見に多数のファンが集まった。
競技終了後にはアフターイベント「おかざきクルまつり」
を開催。走行イベントでは自衛隊や消防の車両、ペター・
ソルベルグやシバタイヤのデモラン、アウディとK-One
による同乗走行等が行われた。
会場には俳優の哀川翔さん、岡崎市ラリー応援隊副隊長・
橘香恋さん、隊長代理・オカザえもん、隊員・グレート家康
公「葵」武将隊が来場し、ラリーやモータースポーツ、特殊
車両の魅力を観客に伝えた。

岡崎市のラリー関連情報はSNSでチェック！
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【問い合わせ先】
岡崎スポーツコミッション　☎0564-23-6597

フォーラムエイト・ラリージャパン2023、
“岡崎決戦”を振り返る。

中嶋一貴氏が甲冑姿で登場

タイヤフィッティングゾーン

岡崎といえば武将
額田地区ではリエゾン観戦も!

岡崎市SSSはラリージャパンが終わっても大盛り上がり



Nukata Forest
SS9/SS13

Okazaki City
SS11/SS12

SS9 順位

1

1

3

ドライバー/コ・ドライバー

セバスチャン・オジェ/ヴァンサン・ランデ

勝田貴元/アーロン・ジョンストン

エルフィン・エバンス/スコット・マーティン

チーム

TOYOTA GAZOO Racing WRT

TOYOTA GAZOO Racing WRT

TOYOTA GAZOO Racing WRT

SS13 順位

1

2

3

ドライバー/コ・ドライバー

勝田貴元/アーロン・ジョンストン

セバスチャン・オジェ/ヴァンサン・ランデ

オィット・タナック/マルティン・ヤルヴェオヤ

チーム

TOYOTA GAZOO Racing WRT

TOYOTA GAZOO Racing WRT

M-SPORT FORD WORLD RALLY TEAM

SS11 順位

1

2

3

ドライバー/コ・ドライバー

エルフィン・エバンス/スコット・マーティン

オィット・タナック/マルティン・ヤルヴェオヤ

ティエリー・ヌービル/マーティン・ヴィーデガ

チーム

TOYOTA GAZOO Racing WRT

M-SPORT FORD WORLD RALLY TEAM

HYUNDAI SHELL MOBIS WORLD RALLY TEAM

SS12 順位

1

2

3

ドライバー/コ・ドライバー

エルフィン・エバンス/スコット・マーティン

オィット・タナック/マルティン・ヤルヴェオヤ

セバスチャン・オジェ/ヴァンサン・ランデ

チーム

TOYOTA GAZOO Racing WRT

M-SPORT FORD WORLD RALLY TEAM

TOYOTA GAZOO Racing WRT

2023年のラリージャパンは、乙川河川敷から岡崎中央総合公園へと舞台を移して開催された。コースは駐車場
と外周路を使ったターマック（舗装路）。岡崎特産・八丁味噌の味噌樽やオカザえもんのクッションドラム、徳川家
康公と徳川四天王の旗印をコースに設置し、「岡崎らしさ」がコースを飾った。乙川河川敷よりもコースの近くに
観戦エリアが設けられ、多くの観客がラリーカーのスピードや音、ラリードライバーのテクニックに魅了された。
会場にはタイヤを温める「タイヤウォーミングゾーン」とタイヤ交換や整備を行う「タイヤフィッティングゾー
ン」も設けられ、競技以外でもラリーを楽しめる構成となっていた。

“OKAZA-KING”はエバンス
2022年から継続して行われた額田の森SS。朝のSS9は前日の雨でやや濡れた状態でスタート。ドライバーは苦
戦しながらも最速タイムを目指して激走した。午後のSS13ではコースも乾き、より激しいタイム争いが繰り広
げられた。そのSS13で最速タイムをマークしたのはTOYOTA GAZOO Racing WRTの勝田貴元選手だった。
観戦エリアとなった千万町楽校周辺エリアには、今年から新たに特設観戦台が設置された。抽選等で権利を得た
約200人が高さ2mを越える観戦台からラリージャパンを観戦した。また、観戦エリア内には額田地区の飲食店
が出店し、額田ならではの味を楽しみながらラリー観戦ができる会場となっていた。

勝田貴元、額田の森で最速

2023年11月18日（土）　岡崎市額田地区 2023年11月18日（土）　岡崎中央総合公園
20.32km 2.84km

※SS9ではタイムアタックが妨げられため、勝田ら4名には救済措置としてノーショナル（想定）タイムが与えられている


